
令和元年度
青年の家跡地等整備推進会議（第６回）

令和２年１月２７日（月）
南畑公民館

富士見市まちづくり推進課



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について①

【本日の主な説明事項】

①基本方針で内容案として示した、
飲食系施設・遊具・デッキテラス
を実施

② 「わんど」が維持管理の面から整
備ができなくなった



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について②



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について③

箇 所 内 容 目 的 実施（案）

跡地ゾーン

メイン施設（飲食・販
売、休憩、展望、シャ
ワー機能、公園管理機
能等）

集客性・利便性・快適性向上、富士山
等の景観を楽しむ場の創出

メイン施設（飲食・販売、休憩、
シャワー機能、ＢＢＱ・キャンプ
受付）

イベント広場
イベント・市場等多目的に利用できる
場の創出

イベント広場
展望台（約12ｍ）
大型遊具

親緑ゾーン 遊具アスレチック 来場者の集客性向上 キャンプサイト

親水ゾーン
自然ゾーン

川沿いデッキテラス、
歩道

びん沼川の水辺景観の向上、ウォーキ
ングやイベント等を楽しむ場の創出

川沿いデッキテラス
歩道
ＢＢＱ

葦原水辺整備
良好な水辺環境、憩いの場の創出、自
然学習や活動の場の創出

※わんどの設置が不可能

跡地ゾーン他
（南側空地）

駐車場・駐輪場 来場者の利便性向上

駐車場増設（70台→208台）
・北側 44台→156台
・南側 26台→52台
※有料の可能性あり

基本方針での整備内容（案）及び実施（案）



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について④

「わんど」に代わる施設の検討

【基本方針での整備内容の検討】

「水辺空間の活用・創出」「自然を活用した体験の場の創出」「地域の魅力向上・活性化」

若い世代、子育て世代を含めた
大人もこどもも憩い、楽しめる空間

【パークゴルフ場の整備】（なぜパークゴルフなのか）

（メリット）
 親子３世代で楽しめる
 適度な運動であり、健康増進の期待ができる
 近年競技人口が増え、集客が見込める
 収益を公園の管理や整備に還元できる可能性がある
 全国大会も開催できるコースを計画し、地域の知名度を高め、賑わいを創出できる

（デメリット）
 賑わいがあれば、騒がしく感じることもある
 施設の利用状況により、駐車場を有料にする可能性がある
 自然（葦原）が減少する



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について⑤

計画平面図（案）

掘削を依頼（H=2.0m程度）

葦原の対策（アライグマ、ハクビシン）

メイン施設

イベント広場
大型遊具
展望台

北側駐車場
44台→208台

ＢＢＱエリア

キャンプエリア

パークゴルフエリア

南側駐車場
26台→52台

• 工事の際には葦原の草を刈り、葦原部の土
をパークゴルフ側に盛土します

• 工事の際には公園の使用が一時的にできな
くなる可能性があります内容の設計はこれから実施



旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について⑥

センターハウスの利用イメージ（案）

建物の詳細設計はこれから実施

主 な 用 途

休憩スペース 休憩・飲食スペース、ロッカー

ウッドデッキ 休憩・飲食スペース

多目的スペース① 貸会議室・集会・ママ会など

多目的スペース② 貸会議室・ダンス、ヨガ教室等

イベントスペース

キッズルーム

展示会（絵画、書道など）

発表会（ダンスなど）

物販（地元野菜等）



指定管理者制度により、民間の活力を活用

 自然ふれあいイベント
 ダンス、ヨガ、虫取り教室等
 パークゴルフ全国大会、県大会等の開催等

旧富士見青年の家跡地等活用（びん沼自然公園）について➉

事業手法

センターハウス、イベント広場、BBQ等を活用した地域への貢献
 地元農作物の販売
 地域産BBQ食材の活用
 地域のイベントでの活用

地域活性化

項目 R01年度 R02年度 R03年度

設計・工場製作

工事

指定管理者によ
る公園管理

スケジュール（案）
※ 施工業者が決定していないので、想定される工程です
※ 天候状況により延びる場合があります



説明は以上です

ご清聴ありがとうございました

ご意見、ご質問をお伺いします


